
 

 

県南広域振興局プレスリリース（令和４年４月13日） 

釜石港国際物流ルート構築実証実験・検証結果について 

 
 

 県南広域振興局では、県内食品関係等企業の輸出促進に向け、地元企業による県内港湾を使っ
た物流ルートの構築を目指し、令和元年度から課題等を検証する輸送実証実験を実施しました。 
この度、３か年の実証実験に係る検証結果を取りまとめましたので、報告します。 

記 

１２令和１～３年度の実証実験の概要 令和２年度実証実験の概                                  

(1) 事業目的：管内食品関係等企業の輸出促進に向け、地元企業による釜石港を活用した国際物流ルートの構築

を目指し、品質の確保や輸送費等に係る検証を行うための輸送テストを実施した。 

(2) 事業委託：白金運輸株式会社（奥州市江刺稲瀬字沼舘69番地 代表取締役社長 海鋒 徹哉） 

(3) 輸送テスト内容 

【常温混載】令和１～３年度（混載５回、混載直行１回、共同輸送１回） 

 ①対象荷物：ドライコンテナを利用する本県で製造（生産）された商品 

 ②輸送経路：江刺CFS倉庫にて行先に係わらず荷物を混載（通関）⇒釜石港 

⇒韓国・釜山港（再仕分け）⇒各仕向港へ 

【冷凍冷蔵コンテナ】令和２～３年度（計４回輸送） 

 ①対象荷物：リーファーコンテナを利用する本県で製造（生産）された食品 

 ②輸送経路：釜石港（提携冷蔵倉庫等で通関）⇒各仕向港へ直送  

(4) 検証事項  

①輸送する商品の品質の確保 

 ②県外港を利用した場合との輸送時間及び輸送コストの比較 

 ③当該ルートを活用する場合の課題等 

２ 輸送テスト結果                                            

３か年に渡り計11回実施した輸送テストについて（内容は別表参照）、検証した事項は以下のとおり。 

(1) 輸送貨物の品質 
他港で積み替えることによる貨物の損傷もなく、全ての商品について品質の保持を確認できた。 

(2) 輸送時間 
   多くの国に直行便が出ている県外港と比較すると、韓国・釜山港での積み替え等がある分、全体的に要する 

日数は多少長くなる。 
 (3) 輸送コスト 

・常温混載の場合は、通常企業が利用している県外港から輸出する費用と比べて、国内陸送費用の削減効果 
等から、全体費用は約２～３割圧縮される。 
なお、マッチングする企業の向け先が同一の場合には、釜山港を経由しない混載直行便や共同輸送便という

形態に格上げすることで、さらなるリードタイムの短縮及び費用の圧縮が図られる。 
  ・冷凍冷蔵コンテナの場合は、１社の商品だけで１コンテナを満載できる場合は常温混載の場合と同様の結果

となるが、他県など多方面から荷物を集約した場合は国内輸送費のコストメリットが出にくい。 
(4) 当該ルートを活用する場合の課題 
・常温混載の場合は、輸送時期が合致する複数企業のマッチングとなるため、荷物が集まらないことにより輸 
送不可となる場合がある。 
・冷凍冷蔵コンテナの場合は、港の近郊エリアの商品をいかに多く集め国内輸送費の圧縮を図るかが重要。 

３ 当該ルートのビジネス運行について                                          

  実証実験参加企業等への意向調査から、当該ルートの今後の需要見込みはあると判断し、白金運輸株式会社に 

おいては、令和４年度より輸出依頼のあった都度対応するチャーター便運行を開始することとした。 

なお、将来的に利用企業が増えた場合には、定期のチャーター便運行に移行する。                          
 

     担当：経営企画部産業振興室 観光商業・食産業課長 荒濱、主任主査 薄衣 電話0197-22-2843 

        ：白金運輸株式会社 営業管理部 国際物流課 吉田 電話0197-31-0321 

ととももにに創創るる∞∞（（無無限限大大））県県南南局局ネネククスストト 

※ 次頁あります 



４ 当該ルート利用促進に向けた取組                                          

  当該ルートの円滑な運行のためには、利用企業数を増やすことが課題であり、今後は、全県の企業に対し「県

産品を岩手の港から」という意識の醸成とともに当該ルートのコストメリットのＰＲに努めることとする。 

 また、商社に頼らず直接貿易できる企業が少ない現状においては、輸出に関する総合的な窓口としての地域商

社の存在も重要と考えており、将来的にこのような組織ができれば、県南企業の輸出商品をまとめて扱うことも

可能となり、県内港ルートのさらなる活用が図られると考えることから、本年度からは地域商社設立に向けた研

究活動を推進していくこととする。 

 

 

 

 

【別表】

形態 輸送実施日 輸出者 輸送商品 仕向港

岩手県産㈱ 醤油、胡麻ドレッシング、ラーメン 中国/大連

和同産業㈱ 歩行型草刈機 韓国/釜山

南部鉄器 台湾/基隆

南部鉄器 ドイツ/ハンブルグ

JI-GLOBA㈱ 日本酒、梅酒 香港

③ 冷凍 R2.10.9 ㈱にまいばしミート 県産牛肉 タイ/ラッカバン

④ 冷凍 R2.10.23 ㈱ベストライズ 県産牛肉 香港

岩手県産㈱
胡麻ドレッシング、つゆ、醤油、そば、リ

ンゴジュース、南部鉄器
中国/大連

岩手県産㈱ 帆立ラーメン 台湾/基隆

合同会社ファブリッジ サヴァ缶 台湾/基隆

岩手県産㈱ ラーメン、冷麺 台湾/基隆

㈱ベアレン醸造所 クラフトビール 中国/上海

JI-GLOBA㈱ 日本酒 中国/上海

及源鋳造㈱ 南部鉄器 中国/大連

岩手県産㈱ りんごゼリー、醤油、つゆ、ドレッシング 中国/上海

岩手県産㈱ 醤油、つゆ 中国/大連

岩手県産㈱
醤油、つゆ、ラーメン、ぶどうジュース、

ミルクキャラメル
中国/大連

釜石振興開発㈱ ラーメン 香港

⑨ 冷凍 R3.12.4 ㈱大昌貿易行 県産牛肉、他県企業商品（魚介類、菓子） タイ/ラッカバン

⑩ 共同輸送 R3.12.13 岩手県産㈱

７社商品（胡麻ドレッシング、醤油、つ

ゆ、うどん、そば、はちみつ、リンゴ

ジュース、ミルクキャラメル、南部鉄器）

中国/大連

⑪ 冷凍 R4.3.8 ㈱丸王 県産乳製品、他県企業商品（乳製品） 中国/上海

◎ 輸送テスト内容

➀ 常温混載 R1.8.12

➁ 常温混載 R2.2.10
及源鋳造㈱

⑤ 常温混載 R2.12.11

⑥
常温混載

（直行）
R3.2.6

⑦ 常温混載 R3.6.18

⑧ 常温混載 R3.8.18


